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背景と⽬的

 ⽇本に⽣息する⼤型哺乳類，特にツキノワグマの地域個体群の中には保全対策が必要と思われるものが少なくない。これらの個体群が急
速な絶滅の危機に瀕している背景には⼈間活動の影響による⽣息地構造改変の結果としての個体群の分断と孤⽴化があると考えられ，早急
な対策が求められている。しかし，保全施策のもとになる個体群絶滅危険性評価は⼗分⾏われておらず，特に量的な評価はまだ始まったば
かりである。本研究では孤⽴個体群の代表である下北半島クマ個体群を対象とした個体群数値モデルを作成し，最少存続可能個体群サイズ
の推定と個体群存続可能性評価を⾏った。

成 果

 下北半島のクマは現在約100頭と推定されている。また，クマ⽣息地の⾯積
（約1000km2）から環境収容⼒を約200頭と推定した。この仮定のもとでシミ
ュレーション実験により最少存続可能個体群サイズ(MVP)を求めた。MVP
（Minimum Viable Population size）とは，今後⼀定期間（通常100年間），⼀
定以上の確率（通常95％以上）でその個体群が存続するために現在必要な最低限
の個体数のことである。結果は約120頭となり，下北個体群はすでにMVPをやや
下回っていることが分かった。
 下北半島には⽐較的多くの⾃然林が残
っているとはいえ，すでに失われた⾃然
林も少なくない。現在も伐採が進⾏して
いるため，⾃然林の減少→⽣息地の縮⼩
→環境収容⼒の低下という傾向が今後も
続く可能性がある。そこで，環境収容⼒
低下を想定したシミュレーション実験を
⾏った（図１）。その結果，多少の環境
収容⼒低下では存続確率の⼤幅な減少は
起こらなかったが，環境収容⼒100頭で
は存続率が90.5％にまで低下した。も
ともと，環境収容⼒が200頭でもすでに
MVPを下回っているのであるから，現
在以上の⽣息地減少は避けなければなら
ない。

図１. 異なった環境収容⼒における個体群存続
確率

 年数が経過するに従って個体群存続確率は低下
する（絶滅確率が増⼤する）。環境収容⼒が⼩さ
いほど絶滅確率の増⼤は早まり，環境収容⼒200
頭と100頭とでは100年後の絶滅確率が２倍近く
異なる。

 下北半島ではクマ狩はほとんど⾏われ
ていないものの有害⿃獣駆除によって年
間平均数頭が捕獲されている。そのた
め，今後も狩猟圧がかかり続ける可能性
を想定したシミュレーション実験を⾏っ
た。現在の狩猟圧は死亡率の増加分６％
にほぼ相当するが，それが今後も続けば
存続確率は100年後わずか13.3％とな
り，絶滅はほぼ避けられない（図２）。
クマ捕獲が前世紀以前から⾏われていた
にもかかわらず現在まで下北半島にクマ
が残っているのは，かつては今より⽣息
地が広く，また，他個体群との間に回廊
があったためたと考えられる。しかし，
⽣息地が狭まり回廊が遮断された現在，
狩猟による個体群への影響は極めて⼤き
くなっている。本研究の結果は，クマ個
体群を早期に失う事態を避けるため狩猟
圧の低減に向けて緊急に対策を⽴てる必
要があることを⽰している。

図２. 狩猟圧（捕獲）のレベルによる個体群存
続確率の差

 捕獲によるわずかな死亡率の上昇が個体群の存
続確率に⼤きな影響を与えている。現在の狩猟圧
レベルが今後も続けば下北半島クマ個体群が100
年後も残る可能性はほとんどない。

 なお，本研究の⼀部は環境庁・地球環境研究総合推進費「野⽣⽣物集団の絶滅
プロセスに関する研究」による。
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